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調査票-2



■判定した住家の範囲が分かるように記載

202106200111

令和  3 年   6  月  20  日

ぼうさい たろう/ふ つこう |まなこ
××××× △番地一〇

▲▲▲▲ ▲▲▲

口住家である(居住のために使用されている)

□住家全部が倒壊
□住家の一部の階が全部倒壊
□一見して住家全部が流出又はずり落ち
□基礎のいずれかの辺が全部破壊し、かつ 基礎直下の地盤が流出・陥没
□地盤面の亀裂が住家直下を縦断・横断

(損傷長/全長×100)

讐 O 0 0 0

程度■ 1 0 3 5 6 8

Ⅲ ③
程度IE ③
程度 IV 11

彎
0 0 ⑥ 0

申 1 1 1 2

Ⅲ 1 2 2 3 4

中 1 3 5 6 8

■

■1詢 1 2 5 7 9 11

中 2 3 6 9

(fltt6IHt) (rt)rsffsro+sln(2miftil@,l6rn5roI€. zmBr@t6rftiril*rftruoit^er\ItE3oill;erf6.

2 ′肝 0 20 1  5 0 ′よ

住尿被署認足
調査票

地震
木造・プレハプ
第1次A

票
号腋番

13

一
■
一
●
・●
一責
壼
一ガ
覇
●
一■
■
●
・●

力

「

 ′0  ～    ra  : ワ■

露 壽 稲 00曜
・
さ急慰製 判定調査

「「
[「lil‐ :T｀ 111等賓

記

Jを卜          |

|,||-1

9

|■■ ●|■

|13基礎■ |■■十E壁■ ■■ 11101居相 | |16傾斜 +・ 10日幕

2o
□

率半壊に至らない

`一
盤 糧 鮨 )

□

準半壊
ゴ
織

□
中規模半壊

□
大規模半壊 □鎌

調査票-3



■判定した住家の範囲が分力るように記載

202106200111

令和   3  奪1   6   月   20   日

′3 :  20～   re :
ぼうさい たろう/ふ っこう |まなこ
××××× △番地―○

▲▲▲▲ ▲▲▲

住家である(居住のために使用されている)

ヾ ン 1斑

■応読 険度判定調

電 訂 爾 写

。

ご

｀

高

卜

爾 霧 4M色 ′ ,卜 ■ 出 〕

□住家全部が倒壊
□住家の一部の階が全部倒壊
□一見して住家全部が流出又はずり落ち
□基礎のいずれかの辺が全部破壊し、かつ 基礎直下の地盤が流出・陥没
□地盤面の亀裂が住家直下を縦断漱 断

の損傷率が75%以上である
(損傷長/全長×100)

【損害割合算出表】
Aに該当かつBに該当(傾斜有を計算)

午 3o ι 年● 1  5

`

ユ′

□
準半壊に至らない
て一部損壊)

(傾斜無を計算

住家被害認定
調査票

地震

木造・プレハプ

第 1次B

〓来
口万

査調
番

３

　

・

・
　

・

・
配

置
・獣

況
・

調査籠

:住

調査票-4



202106200112

盛繁認雛鯰 ち:
□地盤被害により基礎に著しい損傷
□地盤面の亀裂が住家直下を

水
平
距
離

（
‘
島

）

令和  3 年  6  月  20  日

ぼうさい たろう /ふ つこう はなこ
××××× △番地一〇

▲▲▲▲ ▲▲▲

家である(居住のために使用されている)

【損害割合算出表】

1

部位

b C d 0 f g
^h

構成
比

階別部位別損害割合

詢時
階別重み付け

軒時

(百傾斜が
2cm以上 )
傾斜を考慮
した損害割
合

B※ ざ b+c bXl.25 cXO.5 イ
″
ｅ
↓

あ>い→d
あ≦い→g

外壁 ０

　

・
2_『 ∴よ 午 3.3 ●:澪 牛 年

内壁 ●

`。

lF ●.` ユ
r、マ
『
a3 2 2

床
entD

一０

１ ● .7 0、 1
2 alzf ● _付

′

′ ユ

基礎 1●|
′

ｒ

1柱収は
菫力螢)
15 3st ′

、
ぎ

1%以 上で全壊

3 437『 ati ご
1屋根

2‐ ζ 2もよ
『

3.′3ζ ′、〕l 年 よ

天丼
0、 7 ●.ι

′
′ aP僣 夕。3

′
′

′
Ｊ

建具 ■ 0 ● 0 0 0 ● |

設備 ご
ｒ
ｒ
ｒ 年 ふ7r ′.ケ 年 リ

※ B及びCは、調査票3買のB及びCの値と」

回 覺
―L 15%

い

22 お
1曇晋 爾 百 1麟 以 上 2鑑以 上 13襲 以上 4"以上 .50X以上

お
ロ

準半壊に至らない
(一部機壌)

□

準半壊 回戦
ゴ

中規模半壊
□
大規模半壊 □鈍

圏観 年 同 子0睡菱L三ヨ輸ゴ彊里
腋当しない場合虚 頁『7」以降ヘ

(注)d,2列 は、四捨五入した値を記入する。
h列は、傾斜が2●m以上の場合のみ記入する。

調査票-5



調査票-6

knakai
タイプライタ
202106200112



調査票-7

knakai
タイプライタ
202106200112



J
■01

％
一
一

‐20% ～40%| ～eo96 ‐40% ‐3091 ■104

無被署 0 0 0 0 0

午
無 0 0

ぶ程層 0 0 1 1 1 I 1

程′ ■ 0 Il■ 1 2 2 計 X(1 度 I 0 1 2 3 X

エ 1 0 3 4 5

ゴ
程度皿 1 4 5

′ .『
Ⅳ 5 6 8

:VV L 6 8 1 4
一一
肉
壁

1■20%

I

無 0 0 0 0
2

0 0 0 0 0

2程度 1 0 0 0 1 0 1 1 1

一
，
・％
　
一

程度Ⅱ 0 2 2 3 言†x( 程 f E El 1 2 2 3 X

程度m 2 3 4 5

f、 1「

程度 Ill 1 3 4 5

●.`程度Ⅳ 2 3 5 6 程度Ⅳ 5 6 8

程度V 1 2 4 6 8 10 程度 V 4 6 8

計

1無被署０

一
〇

1 1

0 ′

′

0 0 0 0 J1 程度 I 0 1 1 1

1 2 2 計 X(1 程度 Π 0 1 2 2 3 X

Ш 1 2 3 4 j

0。 7

Ⅲ 2 3 4 5

● 、 9

2 3 5 6 8 Ⅳ 3 5 6 8
V 1 4 程度V 1 ワ 4 6 8

一
一

・ 一鍵

一
0 0

よ
0 0 0 0 0

I 程度 I 0 0 1 1

２

一
５

4 計 X(1 程度 Π 1 2 3 4 X

8 b

よr
程度Ⅲ 1 2 5

∴J2 5 7 程度 IV 1 2 5 7 9 11

V 3 6 :度 V 2 6 9

討

0 0 0 0

よ
無被害 0

■
ニ 0

よ0 0 1 1 2 I 0 0 1

Ⅱ 0 4 言十 X r3 :I 2 2 3 X

1 8 b

コ 、

『

:Ⅲ 1 2 3 6

,si
Ⅳ :IV 1 2 7 9
V 程度V 2 3

“

1■
60%

0 0 ′

′

無被 0 0 n
2I 0 0 0 1 0 0 0 1

Ц 0 1 1 計 X(1) 樹
一 =

0 0 X

3

0,7

一樹
一

IIl 0 1
９

″ 3

a`4 一樹
一
Ⅳ 0 1 2 4

V 1 2 5 一樹
一
V 1 4 5

図 甕

劃
「
ゴ
刊

0 0 0 0

0
一無
薔
一繕
一

0 0 0 0
0程度 I 0 1 1 2 I 2

捏度Ⅱ 0 2 3 4 1計 X Ⅱ 2 3 4 :X

程度I 1 2 3 6 8

0
正 6 8

0程度Ⅳ 1 9 程度IV 1 7

捏度V 6 9 程度V 9
属ζ■ 種 1場の な

浴室
(3%以 内)
〕
儡
:耽i囃ξれ等
3%再 使用が不可能

その他
(左記以外
の水回り、
へ・ランタ
・
等

4%以内)

い 鴨

lt籠

:rt7二
‐

4薇
竹嘔盛

ノ

　

／

華
踏|

BJ

台所
(o%以内) その他臓
鋭:築龍鍵だが大きく破損
3%再 使用が不可能

′
Ｊ

調査票-8



202106200121

■判定した住家の範囲が分かるように記載

令和  3 年  6  月  20  日

ぼうさい たろう /ふ っこう はなこ
××××X△ 番地―○○一●号室
▲▲▲▲ ▲▲▲

家である(居住のために使用されている)

範 厳 判定調査表割 こ記載され0ち 酪 、コメント等を転記

↓ 犠 〈IL碑

（
全
壊

）

回
判
定

ヘ

4ゞcm(下げ振り120cm
の場合)以上
(基礎ぐtヽを用いる住家について)
傾斜の平均値が2m(下げ振り120cm
の場合)以上かつ最大沈下量又は
最大露出量30m以上

【損害割合算出表】

8
ヨ ′ 外 観 日倶 によりf■又 は梁 を確 認 できる場 奮

9岸 (叉 は 簗 )11準 慶・什 卜筆 12設備 等
― 期 により薇 際 を輸 要 ない場合

10外壁 、12設備 年を調査

O19 書
0 爆

〓
０

一

一■

一 )
5

12

24

36

48

6

15

30

45

60

薇

７

衆
J

「
ず
二
●
■

0
優

一”

・

1010

2 ま

一■ 0
0

よ0
=
ず
|■11

|||||||■
■1傾斜■

|19 1
1と驚 |

|■‐計■

翻一事躍一

||||:||■ ||

■|‐傾斜■

.|■
tlll■

■■菫 |‐ 驚 |‐

7 ユ
ら′学

フ

ユ よ
ハ
ニ7 そヽ

調査票-9



調査票
番 号

202106200122

令和  3 年 月 日

饉姜時 Oo～  r●  :o0
ぼうさ

'ヽ

たろう /ふ っこう |まなこ
××××× △番地一〇〇―●号室

▲▲▲▲ ▲▲▲

J径家である(居住のために使用されている)
□鉄骨造の場合

柱 (本数で判定)

1柱

が見えない場合

耐力壁 (プレース数で判D

o耐

力壁が見えない場合

外部仕上げく面積で判定)

の
確
認

●
．

内
部
仕
上

”
天
丼

¨

薇
〓
0 0 C 0 0 0

ｒ

ｒ

ロ

I 0 C 1 1 1

Ⅱ 0 ( 1 2 2 3

工 1 1 2 4

Ⅳ 1 3 6 8

V 1 2 4 6 8

紳
〓
0 C 0 0 0 0

彗
　

店

一^
収
は
耐
ヵ
■
）　
　
瑯

I 1 1 2 3 4 5

1 3 a 8

Ⅲ 3 5 ρ
Ⅳ 4 8

V

無餃 0 0 a 0

θ

具
　
　
　
　
　
　
　
％

I 0 0 0 l

II a 0 1 1 1 1

Ⅲ 0 1 1 2 2 3

Ⅳ 1 2 2 3 4

V 1 1 2 3 4

□住家全部が倒壊
□住家の一部の階が全部倒壊

つ平均値が4cm(下げ振り120cmの

(基礎ぐいを用いる住家について)
傾斜の平均値が2cn(下 げ振り120cmの
場合)以 しかつ最大沈 ド量又は最大

露昔1量30cm以上

「4傾斜」の平均値が20m未満の場合「あ」を、2●m以上

地震
非木造
第2次-1

日春 ニ

置書主

崚ヽ卑卜■10'

4
Ｆ
江』
電
」

① ② l③ ④ 平均値

●
フ
ー
′
い ム「 22 2.3 2イ

4攘熱
8外部仕上
.難壁‐1屋根

=■
深
絨
味
難
１
※

11柱 :

(又臨 発壁) 疇］
11建真 暉．ゆ

|‐‐計

傾斜無 ′ ′ ノ ′ξ 0 ご ち
 〕

傾斜有 ′ ′ ι ●
′` _マ

判定 ′

ｆ

ｌ

３
□

準半壌に至らない
r― 需 鱚 鮨 、

□
準半壊 □報

ノ
中期棋半壊

□
大規模半壊 □鎌

調査票-10



調査票-11

knakai
タイプライタ
202106200122



■判定した住家の範囲が分かるように記載

202106200211

ぼうさい たろう/ふ つこうはなこ
××××× △番地―○

▲▲▲▲ ▲▲▲

家である(居住のために使用されている)

□住家全部が倒壊
□住家の一部の階が全部倒壊
□一見して住家全部が流失
□基礎のいずれかの辺が全部破壊し、基礎直下の地盤が流出・陥没

床上1.3m以上の浸水
(浸水深の最も浅い部分で測定〕

住家の損害割合

50%以上
全壊 函

床上lm以上
1.3m未満の浸水
(浸水深の最も浅い部分で測定)

住家の損害割合

40961ス」L

大規模半壊 □

床上0.5m以上

lm未満の浸水
(浸水深の最も浅い部分で測定|

住家の損害割合

30%以上
中規模半壊 □

床上0.5m未満の浸水
(浸水深の最も浅い部分で測定)

住家の損害割合

20%以上
半壊 □

床下浸水
(浸水深の最も浅い部分で測定)

住家の損害割合

10%未満

準半壊に
至らない

(一部損壊)
□

□
準半壊に至らない
く一部損壊)

□
鞭

□
中規模半壊

□
大規模半壊

r
全壊

調査票-12



票
号
査調
番 202106201211

ゴ区域内に住家がある
(居住のために使用されている)

し

　

が

搬
朴
輛
“

サンプル
調査を
行うには
不適当
であり、
区域を
見直す
又は個
別に調
査を行
う。

函2のうち、本造・プレハブの住家
がある

令和  3 年 月
J3のうち、本造・プレハブの戸建
ての1～ 2階建ての住家がある′準 : dRD～  ′r iFa

ぼうさい たろう /ふ つこう はなこ
へ:× ×××× △番地一〇号
B:× ×××× △番地―●号
C:× ×××× △番地一◎号
D:× ×X× × △番地一□号

外 カ

血 の住家すべてについて津波、
越流、堤防決壊等水流や泥流、
瓦礫等の衝突等の外力が作用
することにより、「外壁」及び「建
具」の損傷程度が50～ 100%(
程度Щ～Vで、浸水による損傷
を除く。)に該当する損傷がある

A:▲▲ ▲▲ B:△△△ △
C:●● ●● D:○○〇 〇〇

r2J～「5」すべてに該当

サンプル調査を行う区域の図面を添付。図面ではすべての住家の住棟の形と地形が明確であること

サンプル調査を行つた四隅の住家について、それぞれA′ B,C′ Dのマークを施し、「その2」の調査票で調査結果

を記載すること。

trHfil:rsrr5*fr..Awt)a
Flt<o)l -2fir<@t .<@EiEx

剛 以 上 |■ ‐

百
鎌

※区域内の本造・プレハプの戸建ての1～ 2階建ての住家以外の住家については、別途僣別に調査を行う。

調査票-13



202106201211

‐ サン́ レ尋章錯果 |11  ■||‐   ●1  ●111  ■■   1

A
床上1.8m以上の浸水
(浸水深の最も浅い部分で測定)

住家の損害割合

50%以上
全壊 日

上記に該当しない(床上1.3m未満の漫水) □

B
床上1.3m以上の浸水
(漫水深の最も浅い部分で測定)

住家の損害割合

50%以上
全壊 日

上記に腋当しない(床上1.3m未満の浸水) コ

C
床上1.8m以上の浸水
(浸水深の最も浅い部分で測定)

住家の損害割合

50%以上
全壊 日

上記に該当しない(床上1.3m未満の漫わ □

D
床上1.3m以上の浸水
(漫水深の最も浅い部分で測定)

住家の損害割合

50%以上
全壊 ビ

上記に腋当しない(床上1.3m未満の浸お □

票
号
査調
番

サンプル調査

調査票-14



202106200212
■判定した住家の範囲が分かるように記載

令和  3 年  6  月  20  日

ぼうさい たろう /ふ つこう はなこ
××××× △番地―○

▲▲▲ ▲▲▲

家である(居住めために使用されている)

□住家全部が倒壊
□住家の一部の階が全部倒壊
□一見して住家全部が流失
□基礎のいずれかの辺が全部破壊し、基礎直下の地盤が流出・陥没

■
□柱 (又は耐力壁)又は基礎の損傷率が75%以上である

下に汚泥が堆積している。)

【損害割合算出表】

※ 8及びCは、調査票3夏のB及びCの値とする。

水害
木造・プレハプ

第2次A-1

票
号
査調
番

「

二
■
１
１

１Ｉ
＝
Ｈ
ＩＥ
ｌ
■
Ｆ
■

′ふ : ■a ～  ″IP:J●

2

14

へ
＞
定
壊
判
全
□
く

ヘ

6om以上  "
５

一 0.こ 0、 ′ 0、 ′ o.> I a.r$ (下げ振り ~

娼 仁 菫  ‐
へ
＞
定
壊
判
全
□
＜

o   l 〔lI  1   2   :   4 6    1    7

ス

調査票-15



調査票-16

knakai
タイプライタ
202106200212



調査票-17

knakai
タイプライタ
202106200212



202106200211

令和  3 年  6  月  20  日

ばうさい たろう/ふ っこう はなこ
××××× △番地一〇

▲▲▲▲ ▲▲▲

家である(居住のために使用されている)

□住家全部が倒壊
□住家の一部の階が全部倒壊
□一見して住家全部が流失
□基礎のいずれかの辺が全部破壊し、基礎直下の地盤が流出・陥没

いずれかに該当

宋造・プレハブである

家が戸建ての1～2階建てである

波、越流、堤防決壊等水流や泥流、瓦礫等の衝突等の外力が作用
することにより、損傷程度が50～ 100%(程度Ⅲ～Vで、浸水による損傷
を除く。)に該当する損傷が「外壁」に1箇所も発生していない又は
「建具 (サッシ・ガラス・ドア)」 に1箇所も発生していない

「5J～「7」すべて

浸水深が床上まで達していない (床下浸水)

第2次調査を実施

住家被害認定
調査票

水害
木造ロプレハブ
第1次B(外カ

1判定

10鴨乗 涵

〔畔永轟
□

(第2次関査を実施 )

調査票-18



202106200212
■判定した住家の範囲が分かるように記載

令和  3 年  6  月  20  日

ぼうさい たろう/ふ っこうはなこ
××××× △番地―○

▲▲▲ ▲▲▲

である(居住のために使用されている)

【損害割合算出表】

※ B及びCは ,日壺票3頁のB及びCの値とする。

調査票-19



調査票-20

knakai
タイプライタ
202106200212  




調査票-21

knakai
タイプライタ
202106200212



202106200221

■判定した住家の範囲が分かるように記載

令和  3 年  6  月  20  日

ぼうさい たろう /ふ つこう はなこ
××××× △番地一〇〇―●号室
▲▲▲▲ ▲▲▲

家である(居住のために使用されている)

□住家全部が倒壊
□住家の一部の階が全部倒壊

□鉄骨造の場合

ξ13鷲撃:l「し合
耐力壁 (プレース数で判→

§

耐力壁が見えない場合

外部仕上げ〈面積で判定)

ンクリートの場合

・壁式構造の場合

の場合)以上
□ (基礎ぐいを用いる住家について)
傾斜の平均値が2clll(下げ振り120cm
の場合)以上4cIIl未満かつ最大沈下

い
ず
れ
か
に
醸
当

0 0 0 0 0 0

0

I 0 0 0 1 1 1

0 1 1 2 3

Ⅲ 1 1 2 3 5

Ⅳ 1 2 3 5 8

V 1 2 4 6

一機

0 0 0 OJ

ξI 0 0 1 1 1

■ 1 1 2 3

Ⅲ 1 1 2 3 4 n ※棚 上
で銀

0
Ⅳ 1 2 3 5

V 1 2 4 8

G寄
0 0

″

I 0 0 こ 1

I 0 1 l 1 1

Ш 1 1 2 2

IV 1 2 2 3 4

一
％ V 1 1 2 3 4 5

該当しない

調査票-22



調査票-23

knakai
タイプライタ
202106200221  




202106200311

ぼ矢婆ヽたろう /ふ つこう はなこ
××××× △番地一〇
▲▲▲▲ ▲▲▲

□住家である(居住のために使用されている)

□住家全部が倒壊 又は 住家の一部の階が全部倒壊

□屋根等に脱落、破損等の損傷が生じておらず、住家内への浸水のおそれがない
口判定ヘ

椰半壌に至らない
(一部晨壌))

□基礎又は柱 (又は耐力壁)の損傷率が75%以上である

【損害割合算出表】

※ B及びCは ,日奎票3頁のB及びCの値とする。

風害
木造ロプレハプ

ー
1

票
号
査調
番

函

讀

Ｊ

瀬

　̈　　　　　　　　　　　　・一

■

6月3年ヘ
ロ 20日

7:]o ～ ′● :Lla

へ
，
定
壊
判
全
国
く

7l

Eam lll F rr
水平
巨華
〈cr・) 0 0 0 0 0 顆

1護当   ‐
劇
「

旧傷率  J L」刊疋ヘ

(全壊 )

燿 傷 率 ～1096 1 ～209る ～4096 1  ～6096 i  ～7496
「
「
「 埠
害割合  1 趣J 1  1  1  2 4    1    6

”一一
イ
″
ｅ
Ｄ

ロ
準半壊に至らない
(一部働壊)

調査票-24



調査票-25

knakai
タイプライタ
202106200311  




調査票-26

knakai
テキスト ボックス
202106200311



2021062000321

■判定したF■家の範囲が分かるように記載

令和  3 年  6  月  20  日
:●o ～ ′2 :●0

ぼうさい たろう /ふ っこうはなこ
××××× △番地一〇〇一●号室

▲▲▲ ▲▲▲

家である(居住のために使用されている)

□住家全部が倒壊
□住家の一部の階が全部倒壊

EE外部 ,「 |:げ等 ,こ脱格 破損等の

が生し、住家内 ヽの浸水の恐れがある.

コ鉄骨造の場合
柱 (本数で判定)
警柱が見えない場

耐力壁が見えない場合

・壁式構造の場合

耐力壁 (面積で判定)

く下げ姜り120m

lFtり 120cmの場合〕
又は外観に外力によ
る捜傷あリ

管 0 0 0 0 0 0

′

Ｉ

‥

■ 0 0 0 1 1 1

, 0 1 1 2 2 3

Ill 1 0 2 3 4 5

Ⅳ
一

1 2 3 5 6 8

, 1 2 4 6 8

響 0 0 0 0 O 0。J

′
Ｉ

一
Ｉ
一
0 0 0 1 1 1

■ 1 1 2 2 3

．Ⅲ
一

1 ∩ 2 3 4 5

軽彗　　″Ｖ

一” 1 2 5 6 8

，
一

1 2 4 6 8

|■ 〔 0 α 0 0

Ｉ

Ｆ

Ｉ

劉■ 企 0 0 1

■
一

1 1 1 1

I ρ 1 2 2 3

■ 1 2 3 4

■ 1 1 2 3 4 5

熟
〓
一

0 0 0 0 〔 0

′

Ｉ

I 0 0 0 1 1 1

|■
. 0 1 1 2 2 3

一Ｉ 1 0 2 3 4 5

Ⅳ
一

1 2 3 5 6 8

一■ 1 2 4 6 8

一響 ① 0 0 0 ω 0
〉(38%↓ス」
爆

′

‥

■ 1 1 2 3 4

・■ θ 3 5 8

一Ｉ 3 5

IV‐ 4 8

VI 40

■
'‐
1,

，
〓 ●

0
一●
面 配管0ズレ等  再使日は可籠だが大きく離損 再使用力=不可能 ●

一守

傾斜無 ′

Ｊ

′

ｒ
′
‘

′
′ 0 〆 0

ら
ょ

傾斜有

傾斜」の平均値が2●m未満の場合『あJを、2●m以上の場合「あ」又は「い」のうち大きい値を損害割合とす
.111醸
実整・ 1‐ l ittL・l■■

「
,"以上 113"以 上 ■ 1凛馘以上 ‐■.5鑑以上

¶ J
ぎ

準半壊に至らない
(一部操壊)

□
準半壊 □織

□
中規模半壊

□
大規模半壌 □銀

住家被害認定
調査票

風害
非木造-1

票
号
査調
番

■

=

一●

●
置
置
黙
嗣
●

一
一

ニ

瞬童哺

4
一爛
ＦDヽI■■コ,置

理o.′ 0.′ 0 0 0.′

15

高業水槽
:蔓 7K槽

フ| ||111:111111:|||

|●●|

:I颯 |=〕⊇

「

i
|」量み 17●き漁 |ヽ■■夫丼|

調査票-27



調査票-28

knakai
タイプライタ
202106200321  




202106200411

■判定した住家の範囲が分かるように記載

凛 よ
令和  3 年  6  月  20  日

ぼうさい たろう/ふ つこう
‐
はなこ

××××× △番地―○

▲▲▲ ▲▲▲

住家である(居住のために使用されている)

□住家全部が倒壊
□住家の一部の階が全部倒壊
□一見して住家全部が流出又はずり落ち
□基礎のいずれかの辺が全部破壊し、かつ 基礎直下の地盤が流出・陥没
□地盤面の亀裂が住家直下を縦断・横断

□床上lmまでのすべての部分が地盤面下に潜り込み

□床までのすべての部分が地盤面下に潜り込み
□判定ヘ

(大規模半壊)

礎の天端下25cmまでのすべての部分が地盤面下に潜り込み

不同沈下がある場合の傾斜の判定

□6cm以上(下げ振り120cmの 場合)

磁 cm以上6cm未満(下げ振り120cmの 場合)

□1.2cm以上2cm未満(下げ振り120cnlの場合)

【判 定表 】     (注 )地盤面下への潜り込み、不同沈下双方みられる場合には、双方の損害割合のうち大きい値を損害割合とする。

件 家 被 害 認 宝

票
号
査調
番

一
一
・
　

一
　
・一
　

一
３
　
・
一

配
置

状

況

調査票
地盤被害による
被害

木造・プレハブ

第 1次

ra :  こ● ～   r●  : t燿
調査』

一駐2

(1リ r,、 (3) |(4). 平 均 値

7X+
EEffi

2.与 ″∫ 2、 : 2.■ 2.3

(備考 )

調査票-29



住家の一部の階が全部倒壊
全部が流出又はずり落ち

地盤被害により基礎に著しい損傷
地盤面の亀裂が住家直下を202106200412

令和  3 年  6  月  20  日

い たろう /ふ っこう |まなこ
××××× △番地一〇
▲▲▲▲ ▲▲▲

ある(居住のために使用されている)

□判定ヘ

(全壊)

上lmまでのすべての部分が地盤面下に潜り込み

でのすべての部分が地盤面下に潜り込み

の天端下25cmまでのすべての部分が地盤面下に潜り込み

基礎の天端下25cmま でのうち、地盤面下に潜り込んでいない部分がある

不同沈下がある場合の傾斜の判定(傾斜は「4」の値を利用)

m以上(下げ振り120cmの 場合)

上6cm未満(下げ振り120cmの 場合)

□1 2cm以上2cm未満(下げ振り120cmの 場合)

□1 2cm未満(下げ振り120cmの場合)

【損害割合算出表】

票
号
査調
書

被害
木造・プレハブ
第2次

1 D:ヨ ■  ～  ″、こ  : C●

調査票-30



■判定した住家の範囲が分かるように記載

:卜 n袖
202106200421

令和  3 年  6  月  20  日

ぼうさい たろう/ら、つこう はなこ
××××× △番地―○○―●号室

▲▲▲ ▲▲▲

住家である(居住のために使用されている)

□住家全部が倒壊 又は 住家の一部の階が全部倒壊

□床上 lmまでのすべての部分が地盤面下に潜り込み

□床までのすべての部分が地盤面下に潜り込み
□判定ヘ

(大規模半壊)

□基礎の天端下25cmまでのすべての部分が地盤面下に潜り込み

不同沈下がある場合の傾斜の判定

□6cm以上(下げ振り120clnの場合 )

m以上6cln未満 (下げ振り120cmの 場合 )

□1.2cm以上2cm未満(下げ振り120cmの 場合)

【判定表】 (注)地盤面下への潜り込み、不同沈下双方みられる場合には、双方の損害割合のうち大きい値を損害割合とする。

6

(1)| (3) (4) 率 ■■4百

距離

`cmヽ

,.ヤ 1.6 ,sら 2.3・ 2.7

踏 □
機

ご
大規模半壊 □

鈍
国

水害等通常の
結 圭 塑 申 調 杏 ヘ

調査票-31



202106200422

fifn 3 F ri E 20 E

ぼうさい たろう/ふっこう はなこ
××××× △番地=○○一●号室
▲▲▲ ▲▲▲

住家である(居住のために使用されている)

げ振り

床上lmまでのすべての部分が地盤面下に潜り込み

までのすべての部分が地盤面下に潜り込み

□基礎の天端下25cmまでのすべての部分が地盤面下に潜り込み

□基礎の天端下25cllllまでのうち、地盤面下に潜り込んでいない部分がある

不同沈下がある場合のl・R斜の判定 (傾斜は「4」 の値を利用)

□6cm以上(下げ振り120cmの場合)

上6cm未満(下げ振り120cmの場合)

□1.2cm以 上2cm未満(下げ振り120卸の場合)

□1 2cm未 満(下げ振り120cmの場合)

【計算方法早見表】

【損害割合算出表】

律安糖菫議 申

調査票

備轟懃

輌 富 景

番 号

′ユ:こ● ～ ′尊 :3o

調査票-32




